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担当課 企画経営課、営繕課、関係各課

３２ 公共施設マネジメントの推進プラン

公共資産の有効活用・最適化（ファシリティマネジメント）
ファシリティマネジメントの推進

方針 ６
基本的取組 ６－１

○調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組を着実に推進します。ま
た、維持保全等シミュレーションシートの時点修正に向けて、劣化状況等
調査を進めます。
○公共施設マネジメントの新たな体制案に基づき、移行に向け取り組み
ます。
○公共施設マネジメントに関して、自治体等ＦＭ連絡会議多摩地域会を幹
事として開催します。
○神代出張所暫定移転後の施設活用の方向について、引き続き、関係各
課で調整します。

○調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組を着実に推進するとと
もに、維持保全等シミュレーションシートの時点修正に向けて検討を進め
ます。
○公共施設マネジメントの取組を支える新たな推進体制の構築を推進し
ます。
○公共施設マネジメントに関する庁内横断的な検討や、他自治体におけ
る先進的なモデルケースを調査・研究します。
○神代出張所の機能移転に向け検討を進めるとともに、移転後の跡地活
用について検討します。

総　括

調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組の推進のほか、他自治体の先進的なモデルケースの調査・研究や今後の公共施設マネジメントに関する推進体制の検討等に取り組みます。また、神代出張所の
機能移転に向けた検討に取り組むとともに、機能移転後の跡地活用について検討します。

○調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組を着実に推進しました。
また、維持保全等シミュレーションシートの時点修正に向けて、関係各課
で検討を開始しました。
○公共施設マネジメントに関して、自治体等ＦＭ連絡会議多摩地域会を幹
事として開催しました。
○神代出張所の暫定移転に向けた取組と並行して、暫定移転後の施設活
用の方向について、関係各課で調整しました。

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

年次評価 Ｂ（概ね計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

○公共施設マネジメント計画に位置付けた各事業について、所管課と連
携を図りながら着実に取組を推進しました。一方、昨今の建設資材の高
騰や労務単価の上昇、技術者不足の影響等により、市の発注案件でも契
約不調が散見されることから、一部の事業において、進捗調整を図る必
要が生じました。引き続き、建設業界の動向を踏まえながら、適宜、時点
修正に努めます。
○公共施設のみならず、土地（普通財産）の活用も含めたマネジメントを
推進するため、それぞれの所管部署を統合したファシリティマネジメント
課を令和８年度当初に新設します。
○公共施設マネジメントの推進に向け、引き続き、公共施設マネジメ
ントに関する庁内横断的な検討や、他自治体における先進的なモデル
ケースを調査・研究します。また、自治体等ＦＭ連絡会議多摩地域会の代
表幹事として、運営に携わります。
○神代出張所の機能移転及び移転後の跡地活用に向けて、引き続き検討
を進めて参ります。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

○調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組を着実に推進するとと
もに、維持保全等シミュレーションシートの時点修正に向けて検討を進め
ます。
○公共施設マネジメントの取組を支える推進体制を構築するため、新た
な推進体制を検討します。
○公共施設マネジメントに関する庁内横断的な検討や、他自治体におけ
る先進的なモデルケースを調査・研究します。
○神代出張所の機能移転に向け検討を進めるとともに、移転後の跡地活
用について検討します。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○調布市公共施設マネジメント計画に基づく取組を着実に推進しまし
た。
○公共施設のみならず、土地（普通財産）の活用も含めたマネジメントを
行う体制整備として、公共施設マネジメント部門と土地（普通財産）の管
理部門を統合したファシリティマネジメント課を令和８年度当初に設置す
ることとしました。
○自治体等ＦＭ連絡会議多摩地域会の代表幹事として、公共施設マネジ
メントに関する講演等を企画・実施しました。
○神代出張所移転後の跡地活用に関する今後の進め方を検討するため、
基礎情報の把握に努めました。

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

令和７年度

年度別計画 ◆公共施設マネジメント計画に基づく取組の推進
◆新たな公共施設マネジメント推進体制への移行
◆公共施設マネジメントに関する庁内横断的な検討・先進的な事例の調査・研究
◆神代出張所機能移転の検討
◆神代出張所の機能移転後の跡地活用の検討





担当課

３４プラン

福祉総務課、企画経営課

新たな総合福祉センターの整備の推進

方針 ６
基本的取組 ６－１ ファシリティマネジメントの推進

公共資産の有効活用・最適化（ファシリティマネジメント）

令和７年度

年度別計画

【後期における取組の方向性】（ＡＣＴＩＯＮ）

○新たな総合福祉センターの整備に向けて、組織横断的な連携の下、引き続き利
用者・関係団体等の御意見を丁寧に伺いながら、建物整備に反映して参ります。
○土地の借地契約について、事業者と協議を行います。あわせて、建物引渡し後
に必要となるサイン工事や管理について検討します。
○調布駅周辺の福祉機能の整備やシャトルバスの運行に向けて、庁内関係部署及
び調布市社会福祉協議会と連携を図るとともに、適宜、利用者・関係団体等の意
見を伺いながら、具体的な検討を進めます。
○引き続き、利用者・関係団体をはじめとする市民に広く周知するための取組を
推進します。
○新たな総合福祉センターに必要な施設機能等を検討するため、現在の利用状況
や課題等について整理し、組織横断的な連携の下、調査・情報収集等を行います。
○新たな総合福祉センターの整備に向けたオープンハウスの開催等により、市民
に広く周知するための取組を推進します。
○引き続き、利用者・関係団体等との意見交換を重ねながら、新たな総合福祉セ
ンターの整備に向けた取組を進めます。

○「新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討会報告書」の
内容等を踏まえ、引き続き、利用者・関係団体等の意見を伺いながら、
より具体的な取組の検討を進めます。
○新たな総合福祉センターに必要な施設機能等を検討するため、現
在の利用状況や課題等について整理し、組織横断的な連携の下、調
査・情報収集等を行います。
○調布駅周辺の福祉機能の整備やシャトルバスの運行に向けて、庁内
関係部署及び調布市社会福祉協議会と連携を図るとともに、適宜、利
用者・関係団体等の意見を伺いながら、具体的な検討を進めます。
○引き続き、利用者・関係団体をはじめとする市民に広く周知するた
めの取組を推進します。

総　括

「総合福祉センターの整備に関する考え方」に基づき、新たな総合福祉センターの機能や設備等について、「新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討会」の検討結果や利用者・関係団体等の意見を踏
まえながら、地域共生社会を充実するための総合的な福祉の拠点となるよう整備・移転に向けた取組を進めるとともに、周辺福祉施設機能の集約・複合化を図ります。

○事業者と区分所有権の売買契約を締結しました。
○「新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討会報告書」の内容等を踏ま
え、利用者・関係団体等の意見を伺いながら、より具体的な取組の検討を進めま
した。
○新たな総合福祉センターに必要な施設機能等を検討するため、現在の利用状況
や課題等について整理し、組織横断的な連携の下、調査・情報収集等を行いまし
た。
○調布駅周辺の福祉機能の整備に向けて、庁内関係部署及び調布市社会福祉協
議会と連携を図るとともに、適宜、利用者・関係団体等の意見を伺いながら、具体
的な検討を進めました。
○新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討に当たっては、組織横断的
な連携の下、必要な調査・協議、情報収集等を行いました。
○調布駅周辺の福祉機能については、庁内関係部署が連携を図りながら、候補と
なるスペースにおいて現地確認を実施し、各スペースの課題整理を行うなど、検
討会報告書に基づく検討を進めました。

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

前　期

年次評価 Ａ（計画どおりに進捗）

【今年度の総括、次年度以降の取組の方向性】
（ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ）

○検討会報告書等の内容を踏まえ、利用者・関係団体等とのご意見を
丁寧に伺うため、福祉まつり開催日及び総合福祉センターの事業実施
状況を踏まえた日程で「新たな総合福祉センターの整備に向けたパネ
ル展示会」を２回開催しました。
○また、新たな総合福祉センターの整備に関する取組の状況等につい
て、市報に２回掲載するなど、新たな総合福祉センターの機能・設備や
シャトルバスの検討状況、調布駅周辺の福祉機能の整備方針等につい
て広く市民に周知しました。
○調布駅周辺の福祉機能については、市庁舎の長寿命化・狭あい化対
策を踏まえながら、新たな総合福祉センターの整備に併せて、必要な
機能を確保できるよう検討を進めました。
○新たな総合福祉センターの整備に向けて、組織横断的な連携の下、
利用者・関係団体等の御意見を丁寧に伺いながら、新たな総合福祉セ
ンターの機能・設備やシャトルバスの運行、調布駅周辺の福祉機能に
関する検討を進めました。
○令和８年度においても、引き続き、利用者・関係団体をはじめとする
市民に広く周知するための取組を推進します。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

後　期

【取組計画】（ＰＬＡＮ）

○「新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討会報告書」の内容等を踏ま
え、引き続き、利用者・関係団体等の意見を伺いながら、より具体的な取組の検討
を進めます。
○新たな総合福祉センターに必要な施設機能等を検討するため、現在の利用状況
や課題等について整理し、組織横断的な連携の下、調査・情報収集等を行います。
○調布駅周辺の福祉機能の整備やシャトルバスの運行に向けて、庁内関係部署及
び調布市社会福祉協議会と連携を図るとともに、適宜、利用者・関係団体等の意
見を伺いながら、具体的な検討を進めます。
○引き続き、利用者・関係団体をはじめとする市民に広く周知するための取組を
推進します。

【取組実績及び取組による成果・効果】（ＤＯ・ＣＨＥＣＫ）　

【年度別計画に対する今年度の進捗見込】（ＣＨＥＣＫ）　 ○

○「新たな総合福祉センターの機能・設備に関する検討会報告書」の
内容等を踏まえ、事業者等と協議を行いながら具体的な取組の検討
を進めるとともに、市議会の議決を経て、令和７年９月に区分所有権
売買契約を締結しました。
○新たな総合福祉センターの整備に関する取組の状況等について、
「新たな総合福祉センターの整備に向けたパネル展示会」を２回開催
したほか、市報に２回掲載するなど、新たな総合福祉センターの機能・
設備やシャトルバスの検討状況、調布駅周辺の福祉機能の整備方針等
について広く市民に周知しました。
○また、総合福祉センター１階エントランスホールにおいて、パネル展
示会の動画を常設で放映するとともに、各フロアに市報を掲載するな
ど、利用者・関係団体等に広く周知するための取組を継続的に実施し
ています。

◆総合福祉センターの移転に向けた協議・調整
◆検討会の検討結果や利用者・関係団体等との意見聴取を踏まえた整備








	10_r8houshin6.pdf

